
図1

通常第一審における勾留率、勾留延長率、保釈率、保釈請求率、保釈許可率、

平均審理期間、国選弁護人選任率及び実刑率の推移（地裁）
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(注）平成28年以降の実刑率は、実刑に処せられた人員に刑の一部執行猶予が言い渡された人員を含めて算出した


